
（別紙３）

～ 2024年　　11月　8日

（対象者数） 18家庭 （回答者数） 15家庭

～ 2024年　　11月　8日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

事業所でプランター栽培をし、水やりや肥料入れの体

験をし育つ様子を身近に感じる事ができるようにする

。

2
年齢に応じてリーダー的な役割や、皆をまとめる役割

を提案し年齢相応の自信をつける。

3 引き続き行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 室内の物の配置や置き場所を検討する。

2

・引き続き地域の方の理解を得られるようにしていく

。　　　　　　　　　　・公園利用については、今後

も地域外の広い公園を利用させてもらい安心安全に遊

べるようにする。

3

事業所で畑や田んぼに行き植え付けや草引き、収穫体験

をして長期休みや土曜日に育てた野菜を使ってクッキン

グをしている。

・育てた野菜を調理して食べれるよう長期休みや土曜日

にはクッキングを行い、苦手な野菜など工夫すれば美味

しく食べれる事を伝えている。　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　・野菜やお米を育て、

お世話をする事で自分たちが日頃食べている物の育ちを

知る事ができる。

子ども同士のコミュニケーションが多く、お友だちを思

いやる気持ちや応援する声掛け等があり、利用児童のコ

ミュニケーション力が伸ばせている。

・集団活動を取り入れ、子ども同士のコミュニケーショ

ンが取りやすい内容を提案している。

スタッフの年齢の幅が広く様々な意見がある。
・利用児童の支援に様々な角度から、柔軟に対応できる

。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所内は活動スペース・学習室を分けメリハリはある

が、活動スペースには限りがあり、外に出れない季節に

室内で体を動かす療育には限りがある。

療育を提案する時にはスペースが足りないと諦めてしま

っている。

地域で他の子どもとの活動や交流を行っていない為、当

事業所の地域交流がない。

・地域柄、近隣住民の方は子育て世帯の核家族が多く、

挨拶をする程度の交流しかない。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　・地域の公園は狭い為、

事業所の子ども達は地域外の広い公園を利用させてもら

っている。

2024年　10月　　24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年　11月　　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　ゆずの森

○保護者評価実施期間 2024年　　10月　　24日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


